
 
 
 
 
 
1. 研究の背景・目的 

JR 東日本の提供する Suica は，日付や残額を含

めた乗降車の履歴を過去 20 件分保存しており，専

用リーダにより履歴を読み出すことが可能である

（図 1）.この履歴は，次のような特徴を持つ． 

・ 時間と場所とその移動に関して客観的な記録

が保存されている 

・ 個人の体験の記録だが，当人を記録から特定

することはできない 

・ 体験している本人は自分の記録を容易に特定

することができる 

・ 恣意的な記録にはない網羅性を持つ 

・ 多くの人が自己の記録を持っている 

他方，公共空間におけるメディアアート（デジ

タルパブリックアート）では，作品であるシステ

ムに鑑賞者が働きかけてインタラクションを行う

ことが作品の重要な構成要素のひとつとなる．作

品への鑑賞者による自己参加についてはさまざま

な方法が試みられてきた．身振り手振りを赤外線

センサで取得する[1]，影を利用する[2]などの方

法が例として挙げられる．また，プロジェクショ

ンによってユーザの反応を可視化することでイン

タラクションを実現する研究[4]も行われている．

だが，それらは自分の記録や記憶を作品に反映さ

せることはできなかった． 

これらを踏まえ，本研究では，特徴的なデータ

である Suica 履歴の一つの利用法を明らかにする

ため，またデジタルパブリックアートにおける新

しいインタラクション方法を提案するため，アー

ト作品に鑑賞者の体験を反映するインタラクショ

ンの手段として Suica を利用したシステムを実装

した．鑑賞者の Suica から履歴を読み出し，可視

化して実際の地図上に投影し，鑑賞者の反応を見

た． 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
図 1 Suica と専用リーダ PaSoRi 

2. システム構成 

 システムは（１）Suica の履歴を取得・登録，

（２）地図上にマップして投影，という 2 つの要

素からなる． 

（１） Suica 履歴の取得・登録 

Suica はそれぞれ固有の ID と，最大 20 件の利用

履歴を持つ．利用した駅データは JR 独自の駅コー

ドで保存されている．まず，Suica の持つそれぞ

れの履歴を読み出し，データベースに登録した．

他方地図上にマッピングするために駅の緯度経度

データおよび駅コード駅名対応データ[3]を登録

することで，駅利用履歴を緯度経度情報として扱

うようにした．Suica のデータと利用駅緯度経度

に関するデータ構造を図 2 に示す．ここでの

Register_Data,user_info は本システムの利用履

歴を登録するためのテーブルである． 
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図 2 Suica データと乗車駅緯度経度の関連 
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（２） 地図上への投影は（１）で求めた緯度経度

を元にして行った．投影においては鑑賞者

とシステムのインタラクションをわかり

やすくするために履歴を古いものから順

に表示する，他の人の Suica の履歴も合わ

せて表示する，駅を示すマーカの大きさを

利用回数に応じて変えるなどの工夫を行

った．また，あわせて Google Maps を用い

た Web 上での履歴の可視化・共有も行っ

た．システムの全体構成図を図 3 に示す． 
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図 3 システム構成図 

3. 実験結果  

 以上のシステムを研究室公開の際に展示し，被

験者（鑑賞者）の反応を見た．二回に分けた研究

室公開 3 日間において述べ 138 人の方に体験して

いただき，登録された履歴は 2423 件であった． 

 地図上への可視化について，被験者からは，自

分の過去の履歴が可視化されるというのは非常に

新鮮で面白い，という反応や，他の人の行動のパ

ターンを垣間見ることができるのは興味深いとい

う反応などが得られた．また，ある被験者の履歴

をその後の別の被験者が見ても誰のものだかわか

らないということに安心感を持つ被験者も多かっ

た．他方，システムを見たときに概要を理解でき

ない被験者も見られた．実験の様子を図 4 に示す． 

 

図 4 実験の様子 

4. 考察 

被験者の反応には，二つの特徴を確認できた． 

1) 自分の乗車履歴を見せられた時には思い出せ

ない履歴を，じっと見ていると思い出すという行

動を多くの被験者が行っていた．2) また，その記

憶をきっかけに同伴者とコミュニケーションが生

まれるという光景も多く見られた．一人できた被

験者が，説明員に対して個人的な記憶を語るとい

う場面もあった．その一方で自分の履歴が可視化

されることに不快感を持つ被験者もわずかながら

いた．特にシステムの説明を十分にされずに体験

した参加者にその傾向が多く見られた．全般的に

はコミュニケーションがそこから生まれるという

事例が非常に多く観察でき，デジタルパブリック

アートにおけるインタラクション手段としては非

常に有効であると考えられる． 

5. おわりに 

本研究ではデジタルパブリックアートにおけ

るインタラクションの手段として Suicaを利用す
るという提案を行った．実際に Suicaによってイ
ンタラクション可能なシステムを構築，展示を行

い，鑑賞者の反応について観察した． 
今後は，Suica の履歴の持つ特徴をより活かす
ための研究として，wwwを用いた履歴の共有と，
その利用方法について提案していく予定である． 
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